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干潟での環境保全と環境教育の取り組み
―?全国６地域の行政への聞き取り調査から―?
田 中 宏 実
Abstract
Overthepast60years,morethan40% ofJapan’stidelandshavebeenreclaimed,
destroyed, or, in some way, can be said to have been lost. With effective use,
however, tidelands can be utilized as a place for the environmental education of
manygenerations. Therefore,in thisstudy,I considered thecurrent situationwith
regardtotheenvironmentalconservationandtheadministrativeactionswithregard
toenvironmentaleducationforsix tidelandssaidtobeindangerofreclamation,and
clarifiedboth thevalueofthetidelandsand theirpossiblefutureuses. Asaresult,
Iwasabletounderstandthefutureproblemsfacing thetidelandstidelandsindanger
of reclamation as placesfor environmental education,and theactions being under-















































































































































































































図10 和白干潟の位置図?? 図11 根干潟の航空写真??
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に活動していきたいとしている。
3-6 八代干潟（熊本県八代市）
大島西地区に大島干潟があり、ヘナタリなどの
貴重な貝が生息している。また近くにある球磨川
河口の干潟は、シギ・チドリ類の飛来数が多いこ
とから、国際的な「シギ・チドリネットワーク」
に参加している。かつて大島干潟地域では、干潟
を整備する計画があったが、現在は整備計画が削
除され、干潟は守られている。
大島干潟は許可がなければ入ることができない
場所になっているが、利用の際は管理者の許可を
得て、行政を中心とした市民向け自然観察会や学
校向けの環境教育が実施されている（図13、
14）。また市民団体が平成17年から18年にかけて
獲得した助成金をきっかけに、「球磨川河口の環境
教育教材化」に向けた活動を関連主体が連携して
取り組んで成果を挙げ、その連携活動をきっかけ
に波及した主体どうしのつながりが現在まで続い
ている。今後行政としては、人材育成を重点にと
りくんでいきたいとしている。
４．まとめと総合考察
以上の検討を通してわかったこと、今後の課題
をまとめ結びとする。
① 環境保全について
すべての調査対象地の干潟はいまだに埋め立て
られずに残っており、貴重な自然がある場所とし
て生かされ環境教育の取り組みが行われていた。
一部開発が進められた箇所もあった。今後どのよ
うな影響がでるのか推移を見守る必要がある。ま
た、すでに開発が進んだ箇所では、新しい環境に
おいて環境教育を進める取り組みが進められてい
ることもわかった。
② 環境教育の進め方・支援・連携体制について
すべての調査対象地の干潟では、行政と環境保
全団体がかかわり、ともに連携しながら環境教育
へむけた協働活動をしていた。環境教育を進める
にあたって、環境教育施設が建設され、有効に活
用されている様子がみられた。環境教育をするた
めに、行政の支援や行政によってつくられたパン
フレットが活用されていることもわかった。
③ 教育機関の利用について
調査対象のどの干潟でも、学校教育機関で干潟
の利用がなされ、またそこでは行政や環境保全団
体のサポートを受け干潟の学習が行われているこ
とがわかった。
今後はさらに、環境保全団体や学校教育関係者
図14 環境教育実施の際に使用している建物
図13 大島干潟での環境教育の様子???
図12 北九州市環境ミュージアム??
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などからの検討を行い。これからの干潟での環境
教育のあり方について、総合的に研究していきた
い。
※本研究は、科学研究費補助金（若手研究Ｂ）「環
境保全活動団体による環境教育と協働体制に関
する研究―全国の干潟を対象として―」の研究
成果である。本研究は、2011年に日本建築学会
および環境教育学会において発表した内容にさ
らに調査資料を加え考察を深めたものである。
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